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全員協議会次第

平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ５ 日

全員協議会室 ９：２９～

１．開 会 （９：２９）

齊藤事務局長

２．挨 拶

拔井議長

３．協議事項

（１）意見書の調整について

４．報告事項

（１）総務常任委員会

（２）議会運営委員会

（３）政策検討会議

５．その他

６．閉 会 （１０：２０）

井田副議長
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◎開会の宣告

〇事務局長（齊藤隆男君） それでは、定刻より若干早目ではございますが、ただいまより全員協議会を開

催いたします。

（午前 ９時２９分）

◎開会の挨拶

〇事務局長（齊藤隆男君） 開会に当たりまして、拔井議長よりご挨拶をお願いいたします。

〇議長（拔井尚男君） 皆さん、おはようございます。

本日は、全員協議会ということでお集まりをいただきまして、まことにありがとうございます。一昨日、

みよしまつりでございました。皆様には、ご参加いただきまして、まことにありがとうございます。

そして、昨日で皆さん全員の一般質問が終了いたしました。また、本日は定例会の大変お忙しい中、マレ

ーシア訪問団の議会への訪問ということで、皆さんには早朝よりお集まりをいただきまして、まことにあり

がとうございます。

きょう、議題としては、特に意見書の調整ということでございますので、皆さんからご意見等を賜りまし

てスムーズに進めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。

以上です。

〇事務局長（齊藤隆男君） ありがとうございます。

それでは、次第の３、協議事項に移りたいと思います。

進行につきましては、議長、よろしくお願いいたします。

◎意見書の調整について

〇議長（拔井尚男君） それでは、協議事項の１番でございます。意見書の調整を行いたいと思います。

確認でございます。提出順で行いますが、提出順が、まず最初が吉村議員、本名議員、内藤議員、岩城議

員、小松議員、以上５名の今読み上げた順番かと思いますが、それでよろしいですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

〇議長（拔井尚男君） それでは、最初に吉村議員の意見書からお願いいたします。

〇議員（吉村美津子君） 吉村です。

核兵器禁止条約の参加、署名、批准を求める意見書（案）を提出させていただいております。ことしの７

月７日にニューヨークの国連本部で国際会議が開かれましたけれども、そこの中で核兵器を世界中からなく

していこうということの核兵器禁止条約が採択されました。本当にすばらしいことだなというふうに思いま

した。特に被爆者の方々が、もう70年以上もこういったことを望んでいましたので、本当にすばらしいこと

に世界はなっているなというふうに思いました。加盟国の３分の２に当たる122カ国が賛成をしております。

オランダの方は参加をしましたけれども、反対を表明しました。本当に二度とこういうものを使ってはなら

ないし、つくればそういったものを使っていくような方向になってしまいますので、私はこの条約の中の要

旨だけをちょっと記載させていただきました。この条約の中身の一つ一つが、とてもすばらしいことだと思
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っているので、何とかこの条約の中身をちょっとでも知ってもらえればと思って詳しく書かせていただきま

した。

第１条では、核兵器の開発、実験、生産、製造、取得、保有、貯蔵が禁止され、そして使用や使用の威嚇

もしてはいけないこと、そして抑止に対しても縛りをかけております。また、被爆を受けた人たちをほとん

ど多くの参加した国で、そういう人たちを守っていこうと。また、核兵器を持っているところも条約に参加

すれば核兵器を速やかに廃棄していく、または先に核兵器を廃棄した上で参加する、どちらでもよいという

選択が広がっております。本当にこれで私は世界中から核兵器をなくしていけるのではないかなというふう

に思っております。

しかし、残念ながら核兵器を持っているアメリカ、中国、イギリスなど参加はしておりません。多くのそ

ういった平和を望む国が多いということを知りましたし、この条約を日本でも絶対に私は国会で批准してほ

しいし、政府も参加をして、署名をして、もう二度とこういった被害を起こさない、世界中がそういう国に

なってほしいと思っていますので、どうしてもこのようなすばらしい条約を皆さんの力で町へ上げていただ

ければありがたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（拔井尚男君） 吉村議員から意見書の案について説明がございました。

皆さんから何かございますでしょうか。

よろしいですか。

〔発言する者なし〕

〇議長（拔井尚男君） それでは、吉村議員の分は以上といたします。

続きまして、本名議員、よろしくお願いします。

〇議員（本名 洋君） 本名です。

保育士の処遇改善を求める意見書ということで提案させていただきます。今日、社会問題にもなっており

ますので、保育士の皆さんの待遇、お給料が安いということは、皆さんもご存じのことと思います。待機児

童のことも問題になっておりますけれども、その保育所不足に加えて、保育士の不足ということも非常に問

題になっております。その原因は、保育士のなり手がなかなかいない。先日の一般質問でも、埼玉県内でも

多くの保育士免許を持っていらっしゃるのだけれども、ついていらっしゃらない方もいるというふうなとこ

ろで質問もあったと思います。賃金が安い上に労働時間が長いとか、責任の重さとか、いろいろなことでや

めてしまう人が後を絶たない。

待機児の問題では、保育所落ちたのは私だという、そういうＳＮＳでの発信が有名になりましたけれども、

保育士やめたの私だという、そういういうような発信もありました。やはり待機児解消の目的のためだけで

はなく、やはり一般の産業に比べて保育士の皆さん、専門職でありながら、お給料が安いという待遇の問題

をぜひ改善していただきたいと思いまして、以下のことを求めるものです。

保育士の配置数の適正化など認可保育所の運営費を大幅に引き上げること。

11年で「頭打ち」となる早期退職を前提とする賃金の設定を改善すること。

非正規職員の正規化をすすめるとともに、均等待遇をはかること。

今年度から導入されたキャリアアップ制度にもとづく処遇改善については研修と切り離すことということ

で、国としても対策を講じるように求めるということで提出させていただきました。よろしくお願いいたし
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ます。

〇議長（拔井尚男君） 本名議員から説明がございました。

皆様から何かございますか、調整お願いしますということですけれども。

内藤議員。

〇議員（内藤美佐子君） 保育士の処遇改善というのは、すごく重要な問題ではあります。それで、この意

見書を読んでいるのですけれども、これ以前から言われていることばかりで、それで今、政府のほうでも働

き方改革やら一億総活躍プランでしたでしょうか、その中で、この保育士さんの処遇改善というのは、いろ

んな形で今行われてきています。１番、２番、３番というのは、もう手がつけられているところなのです。

運営費の大幅引き上げというのは、これ処遇改善にもかかわってくるところと、あと11年で頭打ちとなると

いう、保育士さんたちの働き方というところで、余り詳しくここで言うとあれなのですけれども、保育所と

いうのは園長先生がいて、主任保育士さんがいて、そのあとはみんな保育士さんなのです。

そうすると、最初に入ったときから何％ずつか上がっていくのですけれども、約11年ぐらいで頭打ちにな

って、そこからはもう上がらないので、ということは主任保育士さんとかにならないとお給料が上がらない

というその中で、では働き方を変えていかなければいけないというのがこのキャリアアップ、一番最後のキ

ャリアアップ制度だとか、そういうので今行われている。ことしからもうそれが予算化されているし、行わ

れているので、出してはいけないとは言わないのですけれども、ちょっと出すのが遅いのではないかなとい

う気がしたのですけれども、もう取り組み始めているというところでどうなのかなというふうに思ったので

すが。

以上です。

〇議長（拔井尚男君） 本名議員。

〇議員（本名 洋君） 本名です。

多くの声に押されて国もようやく動き始めたところでありますけれども、それは議会としても後押しをす

るような形で意見書を上げれば、さらに力になるのではないかと思います。

キャリアアップ制度につきましては、これは本年の４月１日ですか、始まったところではありますけれど

も、ここでは研修とは切り離すことということで処遇改善を求めているのですけれども、例えばキャリアア

ップ制度の研修を受けると４万円の給料の増額とか、そういうことがいろいろ盛り込まれているのですけれ

ども、例えば４万円、そもそも保育士さんの給料が低いので、４万円上がると主任や園長よりも場合によっ

ては高い給料になってしまうという例もあるようです。やはりキャリアアップ制度研修を受けるにおいても、

経験何年とかそういうような規定もあるようで、そういうことよりもそもそも保育士さん全体の底上げ、給

料が上がるような、そういうような方策をとっていただきたいと思うというところであります。

以上です。

〇議長（拔井尚男君） 内藤議員。

〇議員（内藤美佐子君） ことしの予算の中には、全ての保育士さんに２％の保育士給与アップの予算が入

っていますよね。月額プラス6,000円でしたでしょうか。それと、あと３年以上働いていらっしゃる方、キ

ャリアアップというよりは、子供たちの安全のためのアレルギー対策やら食育やら、そういう研修を受けて

くださいと受けたら、受けなくてもというのはちょっとおかしくて、やっぱりきちんと受けていただいたら
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３年以上の職員には5,000円というような、そういうのも打ち出されているので、私はこの研修というのを

切り離したほうがいいというのは、ちょっと賛成はできない。ただ、これこのまま出されるということであ

れば、そこら辺はちょっと考え方が私は違うかなというふうに思っているだけです。

以上です。

〇議長（拔井尚男君） 本名議員。

〇議員（本名 洋君） 本名です。

研修は、もちろん保育の質を上げるということにおいてとても重要なことだと思います。保育所の中で誰

に研修を受けてもらうか、その４万円という額が支給されることによって、保育所の中で格差が生じてしま

って、園の側も誰に研修を受けてもらうかというところですごく悩んでいる。そういう同じ保育所に給料ア

ップということで支給されるのであれば、やはり全ての保育士の皆さんに、先ほど月6,000円というお話も

ありましたけれども、まだまだ非常に低い状態なので、全体に行き渡るような、そういうような方策で考え

ていただければと思います。

〇議長（拔井尚男君） ほかに。

山口議員。

〇議員（山口正史君） 山口です。

内容的にはよくわかるのですが、まず１つ、全体的に早急に改善するような早急という言葉が何も入って

いないので、いつでもいいのかなという感じがするので、そこはひっかかるので、ちょっと検討をお願いし

たいのと、あと３番なのですが、この非正規職員の正規化を進めるとともに、均等待遇をはかる。均等待遇

されたら、別に非正規でもいいではないかという感じになるので、均等待遇と正規化するという話とは違う

と思うのです。どっちなのでしょうと私疑問を持ってしまうのですが、そこはどうなのでしょう。

〇議長（拔井尚男君） 本名議員。

〇議員（本名 洋君） 本名です。

まさに早急に取り組まなければならないことだと思います。非正規、まずはもちろん正規化することも大

切だと思うのですけれども、その前に均等の待遇であるべきだと思いますので、そこら辺は私もちょっと考

えさせていただきたいと思います。

〇議長（拔井尚男君） 山口議員。

〇議員（山口正史君） やっぱりどう考えてもちょっと変なので、ここはどっちかにすべきだと思うのです。

均等待遇にすることを求めるのか、あるいは正規化を進めるのか、どっちかである。本来は正規化だと思う

のですけれども。

あともう一つ、４番なのですが、今ちょっとお話がありましたキャリアアップ制度に基づく処遇改善と研

修とは切り離すこと。切り離すという意味がよくわからない。研修は受けなくてもいいよということを言い

たいのか、ちょっとここの意味が私は勉強不足なのか理解できないのですけれども。

〇議長（拔井尚男君） 本名議員。

〇議員（本名 洋君） 本名です。

研修を受けることの見返りで月6,000円からでしたか、４万円までの賃金の上乗せがあるということで、

そもそもが研修とは別に処遇改善をしてもらいたいという、そういう趣旨で書きました。
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〇議長（拔井尚男君） 山口議員。

〇議員（山口正史君） 一般的にいろんな資格取るだとか、研修だとかいろいろあって、それは別に上乗せ、

それに参加して乗せられても別に何も問題ないと思うのです。もし今のお答えでいくのだったら、処遇改善

を早急に進めることというのだったらわかるのですけれども、研修は研修で私は絶対必要だと思うのです、

今いろんな状態がありますから。アレルギーの話がさっき出ましたけれども、例えばアレルギーだとエピペ

ンの使い方だとか必要なのですけれども、そういった研修は絶対必要で、やっぱりそれをきちんと受けた方

には、それなりの報酬アップという必要はあっていいはずなので、ちょっとここは私は疑問なので、もう一

回再考していただきたいなと思います。

〇議長（拔井尚男君） 本名議員。

〇議員（本名 洋君） 本名です。

確かに研修を受けることは、保育の質の向上のために、保育士の皆さんのためにも、子供たちのためにも

必要なことなのですけれども、このキャリアアップ制度に対する見方、今ご意見伺っていろいろあったので、

このあたりもうまく文章を整理できないかどうかもちょっと検討させていただきます。

〇議長（拔井尚男君） ほかに。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（拔井尚男君） よろしいですか。

それでは、本名議員の意見書の分は閉じたいと思います。

続きまして、内藤議員、お願いいたします。

〇議員（内藤美佐子君） それでは、私のほうからは、小中学校におけるプログラミング必修化に対しての

支援を求める意見書ということで、これは提出をさせていただきたいと思っております。昨日の吉村議員の

一般質問の中でも、この新指導要領の中でプログラミングというのが総則の中に盛り込まれております。そ

のプログラミングは、ではどこで教えるの、何を教えるの、どうするのというのが、新指導要領の中には明

確にはなっていなくて、全て自治体に任されているのかなというところがあって、大変心配するところです。

それで、新聞なんか見ていますと、この中にも書いているのですけれども、千葉県の柏市なんかはずっと

前から取り組んでいて、すごく進んでいる。これ自治体ごとに任せられてしまうと、やっぱり自治体格差と

いうのが起きてくるなというのがあります。では、何の時間に教えるのというのを見ると、総合の時間、理

科の時間、算数の時間だったと思うのです。プログラミングの時間というのはないのです。だから時間もプ

ログラミングだけのための時間というのはとられていないと思うのです、新指導要領の中で。そんな中で、

では先生たちはどういうふうに教えていくのかというのが大変不安だということで、出させていただきたい

なというふうにも思っております。

ちょっと提案理由を書きましたので、読みます。2020年の小学校におけるプログラミング教育の必修化に

伴い、自治体では人材育成、指導内容等について地域間格差が懸念されるなどの問題があると。プログラミ

ングの必修化は、教職員の多忙化に拍車をかけることになりかねず、外部人材の活用など人的、財政的支援

が必要である。そこで早期にプログラミング指導の概要について、概要が明らかになっていませんので、概

要について明らかにするとともに、円滑な指導を行うため、自治体間の格差是正を図る財政措置を行ってほ

しいということで、この記のところに３点項目を書かせていただきました。
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これ調整はしていただいて大丈夫です。菊地議員も一般質問されておりますので、調べていらっしゃる方

がたくさんいらっしゃいますので、足りないことがあれば足して、いいものをぜひ意見書として提出したい

なと思っております。

以上です。

〇議長（拔井尚男君） 以上、内藤議員からの説明でした。

何かございますか。ございませんか。

菊地議員。

〇議員（菊地浩二君） 菊地です。

ご説明があった中で、私も一般質問するときにいろいろ話を聞いて、文科省の担当者は先行している諸外

国ではプログラミングの専門科目として教科として教えている。ただ、日本の場合には、あえてそうはしな

いで、各教科の中で教える。今言った中で、それ以外には音楽の時間、あと図画工作とか技術家庭、そっち

の時間で教えていくというような話がありました。ただ、今、内藤議員がおっしゃったように、それを各自

治体に来られると、ハードとソフトをそろえるのが非常に大変だというのはすごくよくわるので、おおむね

いいのかなとは思うところですけれども、ただ若干人的なものというのが、そういうのも教え方を教えると

いうのと、あとそれを補助するような形というのが必要になってくるのかなとは思うので、そういった部分

で国から公平な支援をいただきたいと。地方交付税措置ではなくて、公平な措置を願いたいということがあ

ればいいかなとは若干思います。

〇議長（拔井尚男君） ほかに。

山口議員。

〇議員（山口正史君） 山口です。

ちょっと言葉の問題なのですが、１行目のところ、インターネットの単なる普及に「止まらず」と、これ

「とどまらず」だと思うのですけれども、このままだと「止まらず」になってしまうのかなというのが１点。

それから、２番目のところなのですが、円滑な指導を行うため、自治体間の格差を是正するため。さっき

基礎自治体でやっているところがあるから格差は既に生じているということをおっしゃったのですが、これ

から問題になるのは、導入していった場合だと思うので、これ格差を是正ということは、既に発生している

ことを正すということになるので、これ格差が生じないようにという形にすべきではないのかなと、言葉の

問題です。一問一答でなくて済みません。

３番目としては、今、この問題はすごく多分混乱を来すだろうなという予想は私もしていて、一番大事な

のは職員です。教職員というか、先生。先生の教育どうするのというのが全然わからないのです。そこが失

敗すると、何のためにやっているのだかわからなくなるので、国というか、最低限県単位での研修プログラ

ムをきちんとつくってほしいなと私は思っているのです。単なる自治体に全部お任せになると、どこで先生

を教育するのか、何かその辺を先生の教育という研修をどこかに入れておかないと混乱するのではないかな

という気がします。

以上です。

〇議長（拔井尚男君） 内藤議員。

〇議員（内藤美佐子君） 内藤です。
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今、２点、財政措置のところと、あと先生たちへの教員をサポートする体制整備というのをおっしゃった

かなというふうに思いますので、２番目のところの財政措置を行うことのところで、これで足りるかどうか、

もう少し言葉をここへつけたほうがいいのか、自治体間の格差を生じないようにするために必要な財政措置

を行うことで、菊地議員のおっしゃった財政措置で大丈夫なのかどうかと、あと４番目に、先ほど山口議員

から言われたところの教員をサポートする体制整備を構築することを入れるかなというふうに、今そういう

ふうに考えておりますが、いかがでしょうか。

〇議長（拔井尚男君） ございますか。いいですか。

うなずいておりましたので、よろしいかと思います。

ほかに。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（拔井尚男君） なければ閉じさせていただきます。

続きまして４番目、岩城議員の意見書、お願いいたします。

〇議員（岩城桂子君） おはようございます。岩城でございます。

食品衛生管理の国際標準化を求める意見書ということで提案をさせていただきます。今回、食品製造の衛

生管理法、これをＨＡＣＣＰ（ハサップ）といいますけれども、このＨＡＣＣＰ（ハサップ）は原材料の入

荷から製造、出荷までの各工程で衛生管理をチェックする仕組みであります。先進国を中心に義務化が進み、

国際標準となっておりますけれども、日本での導入は食品製造業全体の３割以下と大変おくれております。

この食品の安全性のさらなる向上と、また食品衛生管理制度の見直しを求めるために、今回意見書として提

案をさせていただいているところでございます。

東京オリンピック、またパラリンピック等を見据えた上で、やっぱり我が国の食品衛生管理の水準という

のを上げるべきであると思いまして、一応５項目記載をさせていただいております。先日も埼玉県内でもポ

テトサラダに、本当に食中毒を起こした、これもチェーン店に係るのかなと思っております。やっぱりそう

いう部分では、食品の製造加工、また調理、販売等などフードチェーン全体での取り組みを進め、衛生管理

を見える化をするということが大事になってくるのかなとは思っておりますし、またこのＨＡＣＣＰ（ハサ

ップ）による衛生管理の制度化に当たって小規模事業者に配慮した実現可能な方法で十分な準備期間を設け

て取り組みを進めていくということも大事になってくると思います。

また、全ての食品事業者が、このＨＡＣＣＰ（ハサップ）による衛生管理に取り組むことを踏まえて、そ

の営業許可制度の見直しもあわせて進めていくという部分もあると思いますので、一応５項目ここに書かせ

ていただきましたので、また皆様からご検討いただければと思っておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。

〇議長（拔井尚男君） 岩城議員からの説明でした。

何かございますか。ございませんか。

〔発言する者なし〕

〇議長（拔井尚男君） ないようですので、次に行きます。

岩城議員の分は閉じさせていただきまして、最後です。

小松議員、お願いします。
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〇議員（小松伸介君） 小松です。

私のほうからは、受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書（案）ということで

提案をさせていただきました。大変愛煙家の皆さんにとっては厳しい時代だとは思いますけれども、受動喫

煙は皆さんご承知のとおり、ここにも書かせていただきましたけれども、各疾患とも因果関係がございまし

て、大変問題となっているところでもございます。

町としましても、三芳町をきれいにする条例の中で路上喫煙の防止をしていたりとかそういったところも

ございますし、またここにも書かせていただきましたが、国立がん研究センターによると受動喫煙による死

亡者数、年間約１万5,000人と推計しているということで、これから2020年、東京オリンピック・パラリン

ピックに向けた我が国の受動喫煙防止対策の取り組みをさらに進めるために今回提案させていただきました

ので、どうぞよろしくお願いいたします。

以上です。

〇議長（拔井尚男君） 小松議員から説明がございました。

皆さんから何かございますか。

菊地議員。

〇議員（菊地浩二君） 菊地です。

この趣旨は大変よくわかるのですが、ひっかかるのはやっぱり３番なのです。オリンピック・パラリンピ

ックに向けてＷＨＯでも今日本は時代おくれだという話をしていると思います。このガイドラインに合わせ

る、２番のほうで合わせると分煙という考え方をＷＨＯはしていないと思うのです。３番で小規模飲食店に

配慮することとなると、これは分煙を推進するということになるのか、あくまで受動喫煙を防止するために

ＷＨＯの基準、ガイドラインに沿って全面禁煙。アメリカは全面禁煙にしても、小規模飲食店で売り上げが

落ちたとかそういうのはなかったという結論も出ていると思います。ＷＨＯは分煙は意味がないと言ってい

ると思うのです。このあたりが２番と３番が矛盾するような気がするのですけれども、その点をどうご説明

いただけるかによって変わってくるのですけれども。

〇議長（拔井尚男君） 小松議員。

〇議員（小松伸介君） ありがとうございます。

本当にＷＨＯのほうでは全面禁煙することを要求されているということで、今、菊地議員のお話も踏まえ

まして、ちょっと党内で調整をさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。

〇議長（拔井尚男君） ほかにございませんか。

〔発言する者なし〕

〇議長（拔井尚男君） ないようですので、閉じさせていただきます。

５件全ての調整が終わりましたので、提出者におかれましては提出期限内に提出をしていただきますよう

によろしくお願いいたします。

それでは、１番の意見書の調整については以上とさせていただきます。

◎総務常任委員会

〇議長（拔井尚男君） それでは、４番の報告事項に移りたいと思います。
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報告事項のまず１番、総務常任委員会、総務常任委員長、お願いします。

〇総務常任委員長（細谷三男君） それでは、総務常任委員会から依頼がございます。10月14日に第４回の

三芳町地域連携の避難訓練が予定をされています。議員の皆様には、町長と実行委員会連名の文書が既にお

手元に届いていると思いますけれども、訓練の当日に昨年、前議長の菊地議員のほうから議員の皆さんに情

報を流していただいて、それに対して各議員が現状はどうだということで報告をいただいたと思います。そ

の関係、今回も昨年同様に災害時の緊急時の連絡方法の確認を行います。その中で当初登録をされておりま

すメーリングリストにもし変更がある場合については、議会事務局のほうに変更のお知らせをいただきたい

ということでございます。

あわせて議会の議員の緊急連絡個人票というのがあると思いますけれども、これは多分就任をされたとき、

皆さん提出をされていると思いますけれども、これについてももし変更がある場合については、あわせて提

出をいただきたいということでございます。

以上です。

〇議長（拔井尚男君） よろしいですか。

総務常任委員会からは10月14日の地域連携避難訓練に関することでございます。変更のある方は、今回に

限らず常日ごろから速やかに報告をいただきたいと思いますが、今回間違いなくお願いいたします。

総務常任委員会に対するご質問等はございませんか。大丈夫ですね。

〔発言する者なし〕

◎議会運営委員会

〇議長（拔井尚男君） 続きまして、２番の議会運営委員会、お願いいたします。

〇議会運営委員長（小松伸介君） 議会運営委員会よりご報告を申し上げます。

お手元に配付をさせていただきました一部事務組合議員の選挙の件についてご報告をさせていただきま

す。第53のところです。議長、副議長の選挙は、次の方法によるというところから、裏面に入りまして第54の

ところを改正させていただきました。読み上げさせていただきます。

一部事務組合議員の選挙は、次の方法による。

（１）、あらかじめ全員協議会に諮って、指名推選の方法によるものとする。

（２）、一部事務組合議員の指名方法は、会派の所属議員数の比率により選出するものとする。なお、前

述により算出された議員数が定数を超える場合は、協議または抽せんにより選出する。ただし、会派の所属

の議員で定数に満たない場合は、会派に属さない議員から選出することができる。

（３）、議長は一部事務組合の議員にならないのが通例である。

（４）、議長または会派の所属議員数に変更があった場合は、該当する議員は速やかに改選をするものと

する。

（５）、一部事務組合の役職については、構成する議員で互選するということで決めさせていただきまし

た。

今回、議案にも上がっておりますけれども、一部事務組合が統合になるということで、議長からも諮問が

ございまして検討させていただいた結果、このような形で変更させていただきましたので、よろしくお願い
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いたします。何かありましたら副委員長、補足のほうをよろしくお願いいたします。

以上です。

〇議長（拔井尚男君） 議会運営委員会からは、これは先例の変更ということでご報告がございました。

何かご質問はございますか。

菊地議員。

〇議員（菊地浩二君） 菊地です。

１点質問なのですけれども、計算されて算出された議員数が定数を超える場合、協議または抽せんにより

と、抽せんになった場合、例えば定数５だとして、７人集まったら７人で抽せんをするのか、それとも各会

派から１人ずつ入れておいて、そのはみ出た分でやるのか、それはどっちになるのですか。全員で抽せんを

するというのを、ではないと会派から出られなくなるケースも出てくると思うので、そこら辺をはっきりし

たほうがいいかなと思うのですけれども。

〇議長（拔井尚男君） 議会運営委員長。

〇議会運営委員長（小松伸介君） ありがとうございます。

この方法は、議会運営委員会を選出する方法に倣ってやらせていただいておりますので、基本的には会派

からまずはということになろうかというふうに思います。

〇議長（拔井尚男君） 議運の選出方法に倣ってということですけれども、それでよろしいですか。

菊地議員。

〇議員（菊地浩二君） 菊地です。

ということは、だから後から言ったほうということですよね。とりあえず会派から絶対出ると。定数が余

った分、特に四捨五入するので余るケースが出てくると思うのです。そうなった場合は、余ったところの中

から、余ったところというと変ですけれども、そういうところから協議または抽せんでよろしいのですね。

〇議長（拔井尚男君） 議会運営委員長。

〇議会運営委員長（小松伸介君） はい、そのとおりです。

〇議長（拔井尚男君） ほかにございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（拔井尚男君） なければ次に行きたいと思います。

◎政策検討会議

〇議長（拔井尚男君） 続きまして、３番の政策検討会議から副議長お願いします。

〇副議長（井田和宏君） 政策検討会議より報告をさせていただきます。

まず、サポーター募集を行っておりまして、サポーターの応募締め切りを８月31日としておりました。そ

の結果といたしまして、団体から４名の推薦、一般の公募から５名の方に応募をいただきました。団体につ

きましては、商工会、ほたる育成会、三芳町川越いも振興会、旅行関係の方ということで、この方たちにつ

いてはこちらからお願いをしているということで４名は決定ということになりまして、残り定数８名であり

ますので、５名の方から応募があったということであります。結果的には５名のうち４名の方にサポーター

になっていただくということを決めました。
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１名の方については、土日しか参加できないという、初めからそういった条件つきの応募でありましたの

で、その方には基本的には平日の昼間を考えておりますので、土日しか出られないということであるならば

お断りをしようということで、４名そこで決定をさせていただきました。定数８名でありますので、ここで

団体４、公募４ということで８になったのでありますけれども、このほか淑徳大学の学生も入れようという

ことになっておりまして、ただ淑徳大学の状況がまだわかりません。そして、食品衛生組合の方にもお願い

をしてあるのですが、ここからはまだ返事が来ていないのが現状でありまして、お願いをしている以上、例

えば受けていただけることになると、お願いをしているのでなっていただきたいというふうに思っているの

で、そうすると８を超えてしまうので、そういった場合には要綱を変える方向で考えています。

サポーター会議のアドバイザーの先生につきましては、決定をしました。淑徳大学の経営学部、観光経営

学科、堀木美告准教授という方にアドバイザーになっていただけることになりました。この方との打ち合わ

せを９月14日にさせていただきますので、そこで学生に入っていただけるかどうかのお願いと、今後以降の

サポーター会議の進め方等についてアドバイスをいただこうと思っております。サポーター会議については、

先生との打ち合わせもあるのですが、定例会終了後というふうに初めから言っておりますので、10月２日か

ら13日の間で、どこかで１回目をやらせていただこうというふうに思っております。今後、これから９月19日

にもサポーター会議を設けるのでありますけれども、やはり第１回目、どのように持っていくか、そのほか

にも５回を検討しているので、５回の流れをどういうふうに考えて、最後結論を導き出すかというのは非常

に重要な問題でありますので、その辺はしっかり今後の政策検討会議の中で決めていきたいというふうにも

思っております。

政策検討会議は以上でございます。

〇議長（拔井尚男君） 政策検討会議からご説明がありました。

〇副議長（井田和宏君） 済みません、１点いいでしょうか。

〇議長（拔井尚男君） 副議長。

〇副議長（井田和宏君） あと、政策サポーター募集のポスターの掲示を皆様方にお願いをしていたと思い

ますので、もう応募締め切りでありますので、ポスターの撤去をお願いしたいと思います。

以上です。

〇議長（拔井尚男君） 何か皆さんからご質問等ございますか。

山口議員。

〇議員（山口正史君） 山口です。

メンバーは決まったということで、この辺に関しては公表するのか、公表するのであればどういう手段で

公表するのか、ちょっとお伺いしたいのですが。

〇議長（拔井尚男君） 副議長。

〇副議長（井田和宏君） 公表はするつもりというか、どこの場で公表するかまだ考えていないのですが、

公表というか、正式に応募をしていただいて決定したので隠すことはないと思っておりますので、どの場面

ということは考えておりませんけれども、公表はするというか、公表はしたいというふうに思います。

〇議長（拔井尚男君） よろしいですか。

ほかに。
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吉村議員。

〇議員（吉村美津子君） 吉村です。

今後のもし詳細なスケジュール等がわかったら、ここで報告していただければと思います。

〇議長（拔井尚男君） 副議長。

〇副議長（井田和宏君） 詳細なスケジュールというのはまだ決まっていなくて、第１回目だけは、今お話

をしたとおり10月２日から13日の間で行おうと思っております。その後、11、12、１、２あたりを月１回ペ

ースでやることは考えておりますので、１回目は導入、２回目、３回目、４回目で協議をして、最後５回目

で結論を出そうというようなスケジュールでいます。そのやり方についても、まだ調査研究というか、協議

の段階でありまして、前回のときにはワークショップ形式なども取り入れたらどうかということも案として

上がっておりますし、あとは実際に現場に行って調査や視察も必要ではないかという声も上がっております

ので、まだ流動的なのですけれども、政策検討会議のメンバーからはそういう声も上がっておりますので、

そういった意見を取り入れながら、具体的にこのメンバーから意見が導きやすいような仕掛け、仕組みをし

っかりと入れていきたいというふうに思っております。

〇議長（拔井尚男君） よろしいですか。

ほかに。

鈴木議員。

〇議員（鈴木 淳君） 鈴木です。

今、メンバーのほうの公表は、いずれどこかですると言っていたのですけれども、もしよろしければまだ

間に合うので、次の議会だよりとかにちょろっと載せるのもありかなと思ったのですけれども、もしよろし

ければまだ間に合うので、ご検討いただければと思います。

〇議長（拔井尚男君） 副議長。

〇副議長（井田和宏君） 検討させていただきます。

〇議長（拔井尚男君） ほかに。よろしいですか。

〔発言する者なし〕

〇議長（拔井尚男君） それでは、報告事項は以上の３件でございます。

これで閉じさせていただきます。

◎その他

〇議長（拔井尚男君） 続きまして、５番のその他に移ります。

その他、何かお持ちの方いらっしゃいますか。

事務局。

〇事務局長（齊藤隆男君） それでは、事務局より連絡事項を申し上げます。

議会より資料請求をしました平成28年度決算資料、これについてなのですが、多分きょう、持っていらっ

しゃらないと思いますので、メモのほうをお願いしたいと思うのですが、資料の46ページに福祉課より提供

のありました孤立死の状況という項目がございます。その中に通報者の欄にちょっと固有名詞のほうが入っ

てしまっております。それで入ってしまっておりますので、取り扱いのほうは十分気をつけていただきます
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ようお願いいたします。

事務局よりは以上でございます。

〇議長（拔井尚男君） 資料の関係ですけれども、皆さん、メモはとっていただきましたでしょうか。取り

扱いには十分注意していただきたいということでございます。よろしくお願いします。

ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（拔井尚男君） なければ、では私のほうから。

通例でいきますと、９月19日が第３火曜日で、全員協議会の日程の日でありますが、定例会があって、こ

の意見書調整の全協を行ったときには通常の場合は行わないということになっていますので、10月の予定の

ところまである程度お話をさせていただきますので、ご了解いただきたいと思います。

まず、皆さんご存じのように、10月８日に町民体育祭がございます。ここ数年は最後のリレーに議会を代

表して４名の方が参加をしていただいております。ことし、皆さんのご希望をちょっとご確認をさせていた

だいて、参加するか否か決めていきたいと思ったのですけれども、何かご意見をお持ちの方いらっしゃいま

すか。ぜひ出たい、ぜひ出たほうがいい、参加すべきだという意見、または参加しなくてもいいという意見、

皆さんから特になければ私の一存で決めさせていただきますけれども。選手についても私のほうで指名をさ

せていただいてよろしいですか。

鈴木議員。

〇議員（鈴木 淳君） 私は参加すべき、したほうがいい、しないほうがいいというのは、ちょっとまだ考

え中なのですけれども、もし参加するのであれば、できれば年々走者は変わっていったほうがよろしいかな

とも思うのですが、ぜひそちらのほうもご一考をお願いいたします。

〇議長（拔井尚男君） それでは、今のご意見は選手を私が決定させていただく際に参考にさせていただき

ますので、よろしくお願いします。

ほかに。

〔発言する者なし〕

〇議長（拔井尚男君） それでは、基本的には例年どおり参加する方向で検討させていただきますので、皆

様のもとに選手の指名が来ると思いますので、快く受けていただきますようによろしくお願いいたします。

続きまして、先ほど総務常任委員長からお話がありました10月14日に地域連携避難訓練がございますので、

昨年と同様な形で進めていきたいと思っていますので、ぜひご協力をよろしくお願いいたします。

続きまして、10月17日、こちらは越生議会のほうで入間郡の町村議員の研修がございます。この日は午前

中が全員協議会の予定であります。全員協議会を終了しまして、まだ詳細は決まっておりませんが、12時な

り12時半ぐらいに、向こうは１時半の予定ですので、こちらを皆さんで出発して、郡の町村議員の研修を受

けたいと思います。改めて事務局からも案内がありますので、参加をしていただきますようによろしくお願

いいたします。

10月19日に埼玉県の町村議会の研修がございます。これは例年どおり、吉見のフレサよしみ、こちらで行

われますので、こちらも午後から、お昼前後の出発になるかと思いますが、全員で向かいたいと思います。

また、事務局のほうから出欠の確認等が入りますので、よろしくお願いをいたします。
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そして、この10月19日の日にフレサよしみを終わって、こちらに戻ってから、実は先ほどの10月17日の郡

のほうで議員在籍の10年を超えられた方が表彰を受ける予定にもなっております。いろいろな事情もありま

すので、実は17日は正副議長が夜ちょっと１件入っているものですから17日にできませんので、この19日の

日に在籍10年を迎えられた、10年を超えたというのですか、議員の皆さんに対してお祝いをしようというふ

うに思っておりますので、夜、まだ場所と時間、詳細決まっておりませんが、この日の県の町村議会議員研

修の終わった後、おおむね６時前後になると思いますけれども、どちらかの会場で在籍10年を超えられまし

た議員の方、ここで多分対象が３名ですか、３名でよろしかったですよね。お祝いをしようというふうに考

えておりますので、皆さんのご参加をよろしくお願いいたします。

続きまして、次回の全員協議会は、先ほどお話ししたように10月17日の予定であります。９月19日はござ

いませんので、ご了解いただきたいと思います。執行側から何もないという場合には、10月17日なくなる可

能性もゼロではありませんが、ほぼ10月には上がってくると思いますので、10月17日、全員協議会があると

いうふうに認識をいただいておいたほうがいいかと思いますので、よろしくお願いします。

私からは以上でありますが、今の説明に関してでも結構ですけれども、ほかに何かご質問等ございますか。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（拔井尚男君） よければ以上でございますので、事務局にお返しをします。

◎閉会の宣告

〇事務局長（齊藤隆男君） それでは、大変お疲れさまでございました。

閉会につきましては、井田副議長、よろしくお願いいたします。

〇副議長（井田和宏君） 本日は、早朝より全員協議会ということで、お集まりをいただきましてありがと

うございます。また、きょうはマレーシアから親善訪問団の方が来られたということで、協定書の調印式、

そしてまた議会に対する表敬訪問ということで、ご協力をいただきましてありがとうございました。

いよいよ７日から決算特別委員会が始まります。一般質問が終わってお疲れのこととは思いますけれども、

万全の体制で決算特別委員会を迎えていただきたいと思います。

本日は以上で終了させていただきます。ありがとうございました。

（午前１０時２０分）


